
  
 

  
 

クラウドソーシング×対話×フィールドワーク  
	
 ～	
 集合知を使った地域活性化策の抽出のトライアル実験	
 ～ 
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1. はじめに 1 

新 し い 集 合 知 の 仕 組 み 「 ク ラ ウ ド ソ ー シ ン グ

(crowdsourcing)[1]」が注目されている．クラウドソーシン

グとは，不特定の数百～数千の人々(crowds)の知識や行動

（作業）をインターネットを介して活用する仕組みである．

その応用として，新しい雇用形態，ワークスタイル，分業

や調整の方法として，様々な実践や研究が試行錯誤されて

いる．我々は，専門家が特定できないような領域横断した

複雑な課題に取り組む際，少数の専門家よりも専門家を含

む多様な個人からなる集団の方が賢いという集合知[2]を

促進する手法として，クラウドソーシング，現場に入り込

む調査技法としてのフィールドワーク[3]，および，昨今社

会課題を発見・解決する手法として活用が進む対話ワーク

ショップ[4]に着目している．我々は，集合知を使った地域

活性化策の抽出をテーマとして，クラウドソーシング，フ

ィールドワーク，および，対話ワークショップを組み合わ

せたプログラムを設計し，トライアル実施した．本稿では，

そのプロセスや結果を報告し，これらの３つの手法を組み

合わせた集合知エコシステムとしての可能性や今後につい

て述べる．  

2. プログラムの全体構造  

本トライアルの全体のテーマは，「“横浜みなとみらいの

魅力”を高める，地域に根づく具体策の共創」である．本

トライアルの全体の流れを図 1に示す． 

 
図 1 プログラムの全体構造 

1 の＜事前＞フィールドワークは，8 名を 4 チームに分

け、実際に横浜みなとみらい地区を歩き観察しながら撮影
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した写真から“横浜みなとみらい魅力仮説”を導出した． 2

の＜事前＞クラウドソーシングでは，この＜事前＞フィー

ルドワークによって評価し，その集計結果を 3の対話ワー

クショップのインプット情報とした．対話ワークショップ

では，各参加者が興味を持った横浜みなとみらいの魅力に

基づきチーム編成を行い（6名ずつ），魅力を高めるための

地域に根づく具体策を 9つ抽出した．具体策は，その場で

参加者に共有すると共に，4 の＜事後＞クラウドソーシン

グと，5 の＜事後＞フィールドワークのインプット情報と

した．4の＜事後＞クラウドソーシングでは，9つの具体策

を 6 つの共通評価軸で評価した．5 の＜事後＞フィールド

ワークでは，9 つの具体策を把握した状態で同地区を再度

歩いてもらった．4 と 5 の結果を受けて，具体策を 4 つに

統合し，精査した．更に，この具体策 4つについて 6の＜

事後＞クラウドソーシングによって評価した．評価結果は，

対話セッションの参加者にそれぞれフィードバックした． 

3. 集合知を生みだす３つの方法について  

3.1 フィールドワークについて  
１の＜事前＞フィールドワークは，8 名を 4 チームに分

けて，同一テーマで実施した．フィールドワークの時間は

105 分であり，実際に街を歩き観察して“横浜みなとみら

いの魅力”を表す写真を撮影し，何をとったのか，どのよう

な気づきを得られたかをフィールドワーク用のノートに記

載してもらった[2]．図 2に，＜事前＞フィールドワークの

実際の様子を示す．４の＜事後＞フィールドワークでは，

３の対話セッションで抽出された 9つの具体策について，4

チーム毎，チームに関係のある具体策について把握した状

態で，自由に横浜みなとみらい地区をフィールドワークし

てもらった．特に構造は決めず自由に散策してもらい，気

づき等は＜事前＞フィールドワークと同様に，フィールド

ワーク用のノートに記載してもらった． 

 
図 2	
 フィールドワークの様子 
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3.2 対話セッションについて  
対話セッションのテーマは，「“横浜みなとみらいの魅

力”を高める，地域に根づく具体策の共創」である．招待

制のワークショップで参加者は 52名（社外 21名，社内 31

名）だった．各参加者が興味を持った横浜みなとみらいの

魅力に基づきチーム編成を行い（6名ずつ），魅力を高める

ための地域に根づく具体策を 9つ抽出した． 

3.3 クラウドソーシングについて  
クラウドソーシングは合計 4 回実施し，回答者数 3418

名によって 28968個の回答を得た．表	
 1 に，クラウドソー

シングの開始と終了の日時，クラウドに与えたタスクの種

類と規模を示す．写真評価では，2 枚の画像から横浜みな

とみらいの魅力をより表す写真をクラウドに選択させ，そ

の結果よりランキングを得た．Keyword 評価では，選定し

た１枚の画像に対するキーワード 10 個の合致度合いの高

いキーワードを 3つ選択させ，その結果よりランキングを

得た．具体策評価では，魅力を高める具体策を 6つの軸で

5段階評価させた．図 4にクラウドソーシングに出題した

写真評価のための画面を示す． 
表	
 1	
 入稿・納品スケジュール	
 

 

 
図 4	
 クラウドソーシングの実際の画面（写真選択） 

クラウドソーシング結果の一例として，対話セッション

で抽出された具体策 9つについて実施した結果を図 3に示

す． 9つの具体策について，「1. いくら払うのが妥当か」，

「2.実現可能性」，「3. 狙った効果を生み出す可能性」，「4. 

新しさの度合い」，「5. 他の人に薦めたい度合い」，「6. 地

域との関連性の高さ」という視点で評価し，評価軸毎，お

よび，合計ポイントでランキングした． 

4. 対話，フィールドワーク，クラウドソー
シングによる集合知エコシステムの可能性  

4 日間という短い期間で，小規模なフィールドワークに

よる個別具体的な地域の魅力の深堀，中規模な自発的参加

に基づく多様な視点からの対話ワークショップによる具体

策の深堀，大規模なクラウドソーシングによる広範でスピ

ーディーな評価の収集など，それぞれが機能していること

がわかった．図 5に，それぞれが相互補完的に影響し合い，

一つの集合知エコシステムとして機能しているイメージを

示す．図 5の歯車は各集合知機能を示し，機能毎に，規模，

アウトプットの特性，集合知発生条件[4]として独立性，分

散性，多様性，集約性の高低を推定的に示した． 

今後，他のケースへの適用を通じて各機能の特性の評価，

また，クラウドソーシングの質やスピードの評価，対話や

フィールドワークとの相互補完関係としての集合知エコシ

ステムを仮説検証していきたい． 

 
図 5	
 対話（ワークショップ），フィールドワーク，クラウ

ドソーシングの役割分担可能性 
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ID 開始 終了了 タスクの種類 クラウド数 回答数
１ 8/26 18:30 8/27 9:00 写真評価 1000 20000

２ 8/27 12:00 8/27 15:30 Keyword評価 568 568
３ 8/28 12:00 8/28 15:30 具体策評価 200 1800

４ 8/28 18:00 8/29 9:00 具体策評価 1650 6600

合計 3418 28968

クラウドソーシング

対話ワー
クショップ

•規模：小（数人）
•アウトプットの特性：ありのままの観察データ
•集合知発生条件
- 独立性：高（フィールドワーカーの個人的異見）

- 多様性：低（特定個人と規模の影響）

- 分散性：低（参加は物理的制約と規模の影響）

- 集約性：ー（集約が目的でない）

•規模：大（数百人〜）
•アウトプットの特性：大規模な群衆の声による評価
•集合知発生条件
- 独立性：高（相互作用は前提としない）

- 多様性：高（制御は難しいが規模で確保可能）

- 分散性：高（世界中から参加可能）

- 集約性：高（多数決やアルゴリズムによる計算が前提）

•規模：中（数十人）
•アウトプットの特性：深い洞察
•集合知発生条件
- 独立性：中（他の参加者からの影響）

- 多様性：小〜大（自発的参加のため制御不能）

- 分散性：中（参加は物理的制約を伴う）

- 集約性：中（対話による共感ベース）

 
図 3	
 抽出された 9つの具体策へのクラウドソーシングに

よる評価結果例（表	
 1 の ID３の結果） 
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